




研究目的 

ハイリスク新生児に対する集中治療の発展とともに,死亡率のみならず後障害の発生も減

少の一途をたどっている。しかしながらその運用管理についてみると検討すべき課題も少

なくない。児の予後の改善とは逆にこれまであまり見ることのなかった疾患が問題となっ

て来ているように新しい医療術式の導入には長期的な観察を要するし,これまでの管理法

をふりかえってその効果を評価することも必要である。またハイリスク新生児管理の医療

水準を全国的視野でみると,その格差が少ないとは云えず,地域によっては集中治療の実施

出来る施設がきわめて少ないところもある。 

そこで本研究班はこれらにそって,(1)ハイリスク児の哺育に関する研究,(2)合併症の予防

治療に関する研究,(3)未熟児網膜症に関する研究,(4)ハイリスク児の医療システムに関す

る研究の 4 課題について検討し,将来の衛生行政の参考に供しうる結論をうることを目的

とした。 


